
2022 年 5 月度（第 393回）ライフサイエンス分科会 

  

開催日時：2022 年 5 月 19 日 (木) 14:00～15:00 

開催場所：Zoom 

参加人数：8名  

内容：INFOPRO2022に向けたディスカッション  

記入者：旭化成ファーマ株式会社 廣谷映子 

1. 内容 

・INFOPRO2022の準備について 

 医中誌 Webのバージョンアップの「ゆるふわ検索」について検証方法を検討した。 

「ゆるふわ検索」は「TF-IDF」を活用した検索で医中誌 Web独自の情報を加味して実行される。 

（参考情報）医中誌 Web HELPより：ゆるふわ検索 検索ロジックについて   

https://help.jamas.or.jp/houjin/yurufuwaLogic.html 

・以下の事例について検討した。 

事前検討①： 

 同じ医薬品の「添付文書」と「くすりのしおり」 

事前検討②： 

 クリティカルパスとして Webに公開されている情報 

事前検討③： 

 「健康医学情報の伝達におけるリーダビリティ（酒井 由紀子，樹村房，2018 年）」の掲載文 

・①「添付文書」と「くすりのしおり」では検索結果に明らかな違いが見られた。 

 「添付文書」には原著論文やランダム比較試験が多い傾向が認められた。 

・②クリティカルパスの結果は対象の疾患のほか排尿などの情報もヒットした。 

入院前に患者さんに渡す文書のためと推測された。 

・③のオリジナルテキストと包括 Aでは差はなく、包括 Bは異なる結果だった。 

・論文テーマなど記載内容のほか、Oldの多寡、論文タイプの傾向などにも違いが認められた。 

 

2. 次回以降の予定 

 6月上旬 事前打ち合わせを予定 

6月 16日（木）INFOPRO2022（検証結果のまとめ） 

7月 8日（金）INFOPRO2022 の 2日目に発表予定 

以上 

https://help.jamas.or.jp/houjin/yurufuwaLogic.html

